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成分名 乳酸アルミニウム 

英 名 Aluminium Lactate 

CAS No. 18917-91-4 

収載公定書 局外規    外原規 

A TOXNET DATABASE への

リンク 

https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/18917-91-4  

 

投与経路 用途 

歯科外用及び口中用  賦形剤 

 

１．単回投与毒性 

 LD50 

動物種 投与経路 LD50 文献 

ラット 腹腔内 3270 mg/kg RTECS, 1996 

 

２ 反復投与毒性 

2－1 マウス 

Swiss-Websterマウス雌に乳酸アルミニウムをアルミニウムとして1000，500，25 g/kgを6週間 

以上混餌投与した。体重，摂餌量，毒性徴候を 3日間隔で調べた。運動量は 5週目に 24時間自 

動機器により測定した。摂餌量の減少はいずれの投与群にも認められなかったが，摂餌には周期

的な変化がみられた。体重は対照群と比較して高用量群では増加抑制が認められた。神経毒性

徴候はいずれの群でもみられなかったが，局所的な被毛粗糙が用量に応じて増加した。運動量は

対照群と比較して，高用量群では水平方向の運動量より垂直方向の運動量が 20%減少した。また，

高用量群では対照群と比較して昼間の最大運動量が減少し，持続時間も短くなった。低用量群の 

運動量は対照群と差がなかった。これらのことから，ヒトにおける推定量以内で短期間のアルミニ 

ウム摂取は運動量からは神経行動学的な機能に影響を及ぼすことが示唆された。2) (Golub, 1989)  

2‐2  ウサギ 

① ニュージランド白色ウサギ雄1群4例に乳酸アルミニウム中性水性液をアルミニウムとして6.2  

mg/日，21日間静脈内投与した結果，心筋組織，脾臓，腎臓，肝臓に病理組織学的に種々な変化 

が認められた。しかし，肺，中枢神経系には意義ある変化はみられなかった。これに反して，ウサ 

ギに乳酸アルミニウムをリポソームに懸濁して60 g/日を42日間静脈内投与した群では，脊髄神 

経に広範な梗塞がみられ，壊死化した神経細胞に金属の蓄積を伴っていた。薬理学的な意義に 

ついては調査中。3) (Favarato, 1992)  

② ニュージランド白色ウサギ雄1群8例に乳酸アルミニウム 0.1 mmol/kg を週 5回，4週間投与 

した。対照群には乳酸ナトリウム0.3 mmol/kgを投与した。投与群8例中6例で糸球体間質細胞は 
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灰青色の粒状体を含み拡張した。その他，糸球体では8例中6例で微小動脈瘤，8例中6例に部 

分的な硬化症が伴っていた。糸球体の変化で頻度の少ない所見は半月体，石灰化を伴う壊死，ボ 

ーマン嚢の線維化，ボーマン嚢の嚢状拡張，ボーマン嚢への赤血球滲出であった。乳酸アルミニ 

ウムによる糸球体の変化のメカニズムは明らかではなかった。しかし，病因は糸球体間質細胞へ 

のアルミニウムの沈着が関連し，微小血管瘤が生じて糸球体間質細胞の融解に繋がると考えら 

れる。硬化性の変化は，微小動脈瘤の続発性変化とみなされる。この所見から，アルミニウムは 

ウサギの糸球体に障害を惹起することが示唆された。また，糸球体間質細胞融解，微小動脈瘤の 

良い実験モデルでもあった。4) (Hong, 1998)  

３． 遺伝毒性 

試験 試験系 濃度 結果 文献 

復帰変異 サルモネラ菌TA92，

TA98，TA100，TA104 

1.8-5.5 mol/plate 

直接法 

陰性 Gava, 1989 5) 

 

４． 癌原性 

該当文献なし。 

５． 生殖発生毒性 

① Swiss-Webster マウス 1群 15例に乳酸アルミニウムをアルミニウムとして 1000，500 mg/kg を 

妊娠0～21日まで混餌投与した結果，両群ともに母動物に分娩後12-15日で神経毒性徴候，有意 

な体重減少がみられた。出生仔は投与量に応じた体重(F=6.47，p<0.001)，頭尻長(F=7.37， 

p<0.0001)，肥満度(F=6.90，p<0.0002)の減少が誕生時，離乳時に認められた。出生仔の絶対及び 

相対肝臓・脾臓重量(F=3.34，p<0.0025及びF=15.54，p<0.001)は対照群と比較して高用量群では減 

少した。神経行動学的な発育は投与群で遅延したが，ペアフィード(アルミニウム 100ppm混餌)対 

照群と比較して差はなかった。別途に乳酸アルミニウムをアルミニウムとして 40，20，10 mg/kg を 

妊娠 3，5，7，9，12，13，15日に皮下投与した結果，投与用量に応じた毒性所見が認められた。即 

ち，母動物の脾臓，肝臓重量(p<0.001及び p<0.05)は投与群で有意に増加した。胎仔の頭尻長は 

20 mg/kg群で有意に短縮した。6)（Golub, 1987）  

②  Swiss マウスに乳酸アルミニウム 627 mg/kg，水酸化アルミニウム 166 mg/kg，水酸化アルミ 

ニウム 166 mg/kg と乳酸 570 mg/kg併用を妊娠6～15日強制経口投与した。その他，乳酸 570  

mg/kg投与群も設けた。妊娠 18日に帝王切開を行い， 生存胎仔の性別，体重，形態学的欠損を 

調べた。母体毒性についても調べた。生殖性データからは，いずれの群にも胎仔毒性を示唆する 

ものはなかった。ただ，乳酸アルミニウム群では胎児体重の減少がみられた。この群では，形態 

学的な変化として，口蓋裂，頭頂骨頭頂部の仮骨遅延の頻度増加がみられた。これらのことから， 

妊娠期にアルミニウムを含む化合物を高用量摂取することは避けるべきと考えられた。7) 

（Colomina, 1992） 

③ Wistar 系ラット 1群 6～10例に乳酸アルミニウムをアルミニウムとして 400，200，100 mg/kg を 

妊娠１日から分娩時まで混餌投与して出生仔の死亡率，体重増加，運動神経成熟度を調べた。１ 
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腹仔数には影響はみられなかったが，最初の週の死亡率が増加した。体重増加は一時的に遅延 

したが，1腹仔数の少ない出生仔は逆な変化がみられた。生存した出生仔における運動神経成熟 

度は出生後2週間は重大な障害が認められた。8)（Bernuzzi, 1989）  

④ Wistar 系ラット 1群 6～9例に乳酸アルミニウムをアルミニウムとして 400 mg/kg を妊娠1～7 

日，妊娠 1～14日，妊娠1～20日まで混餌投与して出生仔の死亡率，体重増加，運動神経成熟 

度，学習能力を調べた結果，１腹仔数，死亡率，体重増加に影響は認められなかった。負の走地 

性試験では，妊娠２及び 3週目に投与した雌の出生仔の評点は消失していた。協調性運動，オペ 

ラント条件付け試験では，対照群と比較して投与群は中枢神経系の早期中毒が長期間示すなど 

差が認められた。9)（Muller, 1990）  

 

以下、６－８については該当文献なし。 

６． 局所刺激性 

７． その他の毒性 

８．ヒトにおける知見 
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